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 The number of one-parent families has been growing in Japan. One-parent families occur for 
different reasons. Some people are unmarried and are raising a family on their own, or they are 
separated or widowed. Many of these people  suffer from social prejudice. The purpose of this 
research was focused on what variables are affecting university students' opinions of one-parent 
families and to find out what their image is of single, separated or widowed parents with children. 
 There are a number of variables: society's opinion of single-parents; opinions on people with 
children who remarry; opinions on gender roles; experience of taking classes on gender studies; 
one-parent families as reflected by the mass media; opinions on the students' future with regard 
to marriage and having children and how these affected students' opinions of single-parents and 
opinions on gender roles. 
 There are four images of single parents with children. They are as follows: that children in one  -
parent families might be more independent; that the parents and children might be less dependent 
on each other; that there might be less communication between parents and children; that parents 
and children might be more co-dependent. In Japan, the most positive image is represented by the 
latter.
Keywords:One-parentfamiliesひと り親 家 族,Socialpr(オudice社会 的 偏 見,FamilyImages家族
イ メ ー ジ
昭 和58年 の母 子家 庭 になった理 由 として死別36,1%,離
婚49,1%,未婚5.3%に対 して,平 成18年 には死別9.7%,
離 婚79.7%,未婚6.7%と離婚 による母子 家庭 の顕著 な増
加をあげている.父 子家庭になった理由も,昭 和58年 死別
40、0%,離婚54.2%に対 して,平 成18年 死別22.1%,離
婚74.4%と離婚 による父子 家庭 の増加 が同様にみられる.
離婚 によるひとり親家庭 が増加する中で,未 婚 のひとり親
の 占める割合 は,日 本 の場合多 くない.し かし平 成17年 の
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2,大学生が感じた 「未婚 ・離婚 ・死別のひとり親の子育
てに対する世間の意見」を明らかにする.

























また平成21年3月 に報告されたrひ とり親家庭(父 と











日本 家 政 学 会 誌Vol,62No.5(2011)
調 査 は,2007年7月 に九 州,近 畿,東 海,東 京 の10
大学(6共 学大 学 ・4女子大学)に 所属 する4年 制大学生

























































未婚 ・離婚 ・死別の 母親の子 育て に対する意見
「未婚、離婚 、死別の母親だけが子 どもを育てることは好ま しくない」 とい
考 えに対 して、あなた 自身 はどの ように思いますか。
副
未婚 ・離婚 ・死別 の父親の子育てに対す る意見
「未婚、離婚 、死別の父親だ けが子 どもを育てることは好ま しくない」とい1













































大学生が将来未婚のひ とり親 になることについての意 見







大学生が感 じた世 間のひと り親に対す る意見





























































































































ステップワイズによって,性 別ダミー ,核 家族ダミー ,ひ とり親家族ダミー ,
拡大 家族 ダミー ,自 分 自身 のひ とり親 体験,身 の 回りにおけるひ とり親 体



























このモデル のF値 ≡50.314,pく0,001,R2=0、185,調整済 みR2=0,181
共線性の統計量VIF<21固有値の条件指標 く15
〈注 〉
ステップワイズによって,核 家族ダミー ,ひ とり親ダミー ,拡 大家族 ダミー,
自分 自身のひとり親休験,身 の回りにお けるひとり親体験,成 長に関わった































モ デ ル の カ イ2乗 値(CMIN)=4.023,自由度2,確 率0,134,CFIO.994,RMSEAO.027
*p<0。05**p<0 .Ol
図7.ひ とり親 の 子 育 て に 対 する 意 見 を従 属 変 数 とした パ ス 解 析 結 果
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ステップワイズ によって,性 別ダミー ,核 家族 ダミー ,ひ とり親 ダミー ,拡
大家 族ダミー,自 分 自身 のひとり親 体験,身 の回 りにお けるひとり親体 験,
成長 に関 わった人の種類数,将 来の結 婚と子育てに関する意見,家 族 に関








共線性の統 計量VIFく2r固有値 の条件指標 く15
〈注〉
ステップワイズ によって,性 別ダミー ,核 家族 ダミー,ひ とり親ダ ミー ,拡
大家族 ダミー,自 分 自身の ひとり親 体験 身 の回 りにおけるひとり親 体験,
成長 に関 わった人の種類数 将 来の結婚 と子育 てに関する意見,家 族に関
する講義 の受講経験,男 女共 同参 画に関する講義 の受講経験,ひ とり親 家
族に関するメディアを見 た経験が除外された(p>OIO5).
表5.等 質性分析 ひとり親の子育てに対するイメージ・カテゴリー ウェイト表
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